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小 浜市 議 会事 務局

正
副
議
長
の
選
挙

常
任
委
員
の
選
任
な
ど

改
選
後
の
議
会
組
織
整
う

粥
塙

統

一
地
方
選
挙
に
よ
り
改
選
の
行

な
わ
れ
た
小
浜
市
議
会
は
組
織
づ
く

り
の
た
め
二
月
二
十
一
日
議
員
請
求

に
基
づ
き
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
臨
時
会
に
お
い
て
は
ま
ず
議

会
組
織
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
議
長

の
選
挙
が
行
な
わ
れ
小
谷
議
員
が
譲

長
に
当
選
、

続
い
て
議
席
の
指
定
、

会
期
を

一
日
と
決
定
し
た
の
ち
剛

時 会
謙
次
郎

保
　
一
一

六
兵
術

工
　
信

清
　
章

正
　
一
一

議
長
選
挙
に
入
り
岡
本
議
員
が
副
議

長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

常
任
委
員
の
選
任
も
行
な

わ
れ
、

総
務
常
任
委
員
会
、

建
設
常

任
委
員
会
、

産
業
経
済
常
任
委
員
会
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
へ
所
属
す
る
こ
と
が
決
定

し
、

今
後
の
議
会
活
動
を
進
め
る
た

め
の
構
成
を
坐
え
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
会
は
議
会
組
織
の
ほ

か
市
長
よ
り
専
決
処
分
の
承
認
三
件

が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
く
所
属
議

員
の
決
定
し
た
各

常
任
委
員
会
は
、

常
任
委
員
長
、

副

委
員
長
の
改
選
を

行
な
い
付
託
さ
れ

た
条
件
等
に
つ
い

て
慎
重
な
答
査
が

な
さ
れ
ま
す
。

各
常
任
委
員
会

の
正
副
委
員
長
及

び
所

属

議

員

は

次

の

と

お

り

で
す

。

燃
□

日

目

目

Ｂ

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

箇
目

日

目

園

Ｂ

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

箇
目

園
日

目
Ｄ

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

観
目
富
圏
自
Ｄ

委
員
長
　
　
石
　
橋
　
修
　
ニ

副
委
員
長
　
尾
　
上
　
真

一
郎

委
　
員
　
　
小
　
川
　
多
毒
士

″
　
　
　
辻
　
　
　
与
太
夫

″

　

木

橋

正

昭

″

　

今

島

寿

夫

議
会
で
は
当
面
す
る
諸
問
題
に
対

処
す
る
た
め
環
境
対
策
委
員
会
、

交

通
対
策
委
員
会
、

文
教
対
策
委
員
会

の
二
対
策
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、

隣
接
す
る
町
村
と
共
通
す

る
問
題
の
振
興
を
は
か
る
た
め
小
浜
、

上
中
、

三
方
総
合
振
興
協
議
会
、

小

浜
、

名
田
庄
総
合
振
興
協
議
会
、

小

浜
、

大
飯
総
合
振
果
協
議
会
の
三
協

議
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

環
境
対
策
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
沢

副
委
員
長
　
松
　
崎

委
　
員
　
　
尾
　
上

浜
　
野

寺
　
本

伊
　
勢

木
　
橋

畠
　
中

交
通
対
策
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

三 小 高 小 河 伊

国 谷 田 堂 南 勢

藤 辻 高 宮 小 中 石 松

田  田 永 堂 島 橋 井

清 与 正 一 六 揮 修 正
大   兵

志 夫 信 夫 衛 昭 二 一

畠 中 横 松 浜 松 藤

中 沢 山 井 野 崎 田

謙 吉 政 正  茂

吾 次 直 一

韓任委員会

岡 深 森 営 中 寺 藤

本 谷 下 永 島 本 田

勇  一 輝 久 清

夫 昭 雄 志

対

策

委

員

会

謙 正 謙 久  真 茂 音
次  是 一

言 昭 郎 雄  郎 明 次

小 ″ ″ ″ ′′ ″

浜

構 上
石 今 積 深 浜 森 中 篠 合 中 三 藤 今 横 小 河 深 森

振 ・

橋 島 山 谷 野 下 島 田 奥 三 国 田 島 山 川 高 谷 下
協 方

1 歩寿 政 覇   輝 清 出
｀

正  寿 政 多 保 窮
是 智   会   務   義   智

二 夫 直 勝   昭 志   二  夫 直 士 二 勝

小
浜

・

委
員
長

劇
委
員
長

委
　
買

委
員
長

期
委
員
長

委
　
員

r l  ヽ ″ ″ ″  ″  ′′

浜

物 物

( 1 )

議
会
議
員
の
曽
さ
ま
方
を
は
じ
め
、

市
民
各
位

の
あ
た
た
か
い
御
庇
護
の

う
ち
に
、

一
一の
重
責
を
全
う

い
た
し
た

く
、

謹
ん
で
御
願

い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 全

国

統

一
選

挙

後

の

５
月

２．

日

の

臨

時

市

議

会

に

お

い
て

、

私

た

ち

両

名

が

正

副

議

長

の
重

責

を

に
な

う

こ

と

に
な

っ
た

の

で

ご

ざ

い
ま

す

が

、

も
と
よ
り
、

浅
学

非
オ
の
私
た
ち
の

こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、

今
後
は

若
狭
の
主
軸

薩長　進一　　け一和中和中伸牟ヽ

枢
議
　一靖
　　ことを述
べさせて

′！

　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

嘩時　中　”中中中中”中中

い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
、

行
政
も
と

も
に
広
域
化
い
た
し
て
い
る
今
日
、

せ
め
て
も
、

ま
ず
第

一
に
旧
遠
取
郡

を
一
つ
と
し
て
の
行
政
の
あ
り
方
に

考
え
を
持
ち
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
、

以
上
の
よ
う
な
考
え

方
を
基
本
と
し
て
国
道
２７
号
、配

号
、

船
号
の
改
良
整
備
、

海
岸
道
路
の

国
道
昇
格
、

国
鉄
小
浜
線
の
電
化
、

新
幹
線
の
早
期
着
工
、

湖
西
線
の
小

浜
線
へ
の
乗
り
入
れ
、

小
鶴
線
の
着

二
等
、

陸
の
交
通
と
と
も
に
小
浜
外

港
の
経
設
並
び
に
小
浜
湾
を
港
湾
化

し
海
の
交
通
を
も
充
実
し
、

交
通
の

要
術
に
し
て
、

京
阪
神
方
面
へ
の
通

勤
、

通
学
を
可
能
に
し
な
が
ら
の
発

展
を
夢
に
、

大
い
に
飛
躍
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、

地

域
住
民
の
一
致
団
結
の
も
と
に
、

小

浜
市
が
主
軸
の
役
割
り
を
果
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
５
万
、

１０
万
都
市
も

夢
で
な
く
な
る
時
代

が
訪
れ
る
も
の
と
信

し
て
お
り
ま
す
。

市
民
各
位
の
御
協

力
を
得
て
、

百
年
先
の
若
狭
に
夢
を

い
だ
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
つ
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
抱
負
の
一
端
を
申

し
述
べ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

と
し
て
の
行
政

振

興

協

議

会

文
教
対
策
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

池

鬼

蟻

員

逝

去

池
尾
議
員
が
五
月
二
十
八
日
近
去

さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
し
日
を
偶
び
御
冥
福
を
お
析

り
い
た
し
ま
す
。



】白THわ4キ=U月 1日 おばま 市機会だより

当初 予 算 を可 決

―翻事務組含〔捕瞬 ・消防〕議会議員 ・

公
立
Jヽ
浜

積 高 深 浜 茶 松 尾 河 病
院

山 田 谷 野 下 崎 上 南
理

政 正 義
是 智  墓

保
婆

直 信 勝   明 郎 二 饉
員

議

会

議

員

選挙管理委員会委員 ・同補充買の選挙行なう

六
月
定
例
会
に
お
い
て
行
な
わ
れ

た
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
、

若
狭
消
防
組
合
譲
全
議
員
の
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

辻
　
　
　
与
大
夫

今

峰

寿

夫

藤
　
田
　
　
務

〓
一　
国
　
正
　
三

石

橋

修

二

若
狭
消
防
組
合
臨
会
鶴
員

中
　
島
　
揮
　
昭

小
　
堂
　
一（
兵
街

宮
　
本
　
一　
夫

小
　
川
　
多
幕
士

寺

本

久

雄

伊
　
勢
　
謙
次
郎

木
　
橋
　
正
　
昭

藤

田

清

志

自

中

謙

吾

一
部
事

務

組
合

（
病

院

・
消

防

）

委員
／

・

／

・
るまき

五
十
四
年

三

・
六
月
定
例
会

七
月
臨
時
会
か
ら

行政

昭
和
五
十
四
年
第

一
回
定
例
市
議
会
は

二
月
七
日
か
ら
二
月

二
十
二
日
ま
で
の
会

期
十
六
日
間
を
も

っ

て
行
な
わ
れ
、

閉
会

中

の
継
続
審
４
に
付

さ
れ
て
い
た
決
算
認

定
七
件
、

昭
和
五
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
合
計
補
正
予
算
外
六
会
計
の
補

正
予
算
、

昭
和
五
十
四
年
度
市
政
の

基
本
と
な
る
一
般
、

特
別
、

企
業
、

九
会
計
予
算
、

小
浜
市
善
意
基
金
条

例
の
制
定
外
条
例
の
制
定
、

改
正
、

廃
上
、

十
八
件
な
ど
四
十
三
議
案
を

そ
れ
ぞ
れ
認
を
、

可
決
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
譲
全
で
は
こ
の
定
例
会
に
お

い
て
国
鉄
合
理
化
計
画
の
合
理
化
の

上
、

値
上
げ
対
象
線
区
に
含
ま
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
小
浜
線
の
現
状

を
維
持
す
る
た
め
の
意
見
書
を
関
係

機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
い
た

し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
第

三
回
定
例
市
議
会
は

六
月
十
二
日
か
ら
六

月
二
十
三
日
ま
で
十

一
日
間
の
全
期
を
も

っ
て
行
な
わ
れ
、

ま

す
改
選
に
よ
り
空
席

と
な

っ
て
い
た
公
立

小
浜
病
院
組
合
議
会

議
員
、

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
の

う
ち
本
市
選
出
議
員
の
選
挙
。

ま
た
、

六
月
二
十
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
小
浜
市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を

行
な
い
ま
し
た
。

市
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
は
昭

和
五
十
四
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補

正
予
算
外
三
会
計
の
補
正
予
算
、

小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
外
条

例
の
一
部
改
正
、

昭
和
五
十
二
年
度

小
浜
市
国
民
宿
合
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・

ホ
ス
テ
ル
事
業
、

小
浜
市
水
道
事

業
の
二
企
業
会
計
決
算
の
認
定
な
ど

十
六
件
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
認

定
、

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
お
い
て
議
会
で
は
、

米
作
農
家
が
長
期
に
わ
た
り
安
心
し

て
生
産
に
励
め
る
米
穀
政
策
の
確
立

と
生
産
者
米
価
が
決
定
さ
れ
る
よ
う

昭
和
二
十
四
年
産
生
産
者
米
価
と
米

殺
政
策
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し

関
係
機
関
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、

原
子
力
発
電
の
記
設
を
よ
り
深
め
住

民
へ
の
周
知
を
は
か
る
た
め
専
門
家

に
よ
る
説
明
全
等
を
開
催
、

非
常
時

に
備
え
て
の
防
災
計
画
の
確
立
な
ど

原
子
力
発
電
に
対
処
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
決
譲
を
行
な
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
第

四
回
怖
時
会
は
七
月

九
日
招
楽
さ
れ
、

小

浜
市
公
営
住
宅
新
築

工
事
請
負
契
約
、

田

鳥
小
学
校
校
合
屋
体

改
築
工
事
静
負
契
約

の
締
結
が
可
決
さ
れ

着
工
の
運
び
と
な
り

ま
す
が
、

小
浜
市
公
営
住
宅
新
築
工

事
は
後
瀬
町
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て
二
十

戸
分
、

各
室
浴
室
設
備
つ
き
で
五
十

五
年
二
月
末
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、

日
鳥
小
学
校
校
合
屋
体
改

築
工
事
に
つ
い
て
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
で
校
合
と
な
り
、

屋
内
体

育
館
は
四
百
五
十
七
平
方
■
の
り
っ

ば
な
も
の
が
五
十
五
年
二
月
に
は
売

成
の
予
定
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
二
月
及
び
六
月
定

例
会
に
お
い
て
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
貫
の
選
挙
、

焼
査
委

貞
外
行
政
委
員
の
選
任
、

推
せ
ん

に
同
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
及
び
選
任
、

推
せ
ん
に

同
意
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

天
　
　
　
　
茂
　
　
氏
（白
髪
）

は
　
日
　
忠
　
海
　
氏
（酒
井
）

山
　
本
　
伝
　
〓二
　
氏
（下
田
）

湯

洩

雪

子

氏
こ

吸
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

谷
　
久
　
義
　
雄
　
氏
（宇
久
）

井
　
上
　
修
　
一二
　
氏
（大
手
町
）

吹
　
田
　
和
　
子
　
氏
（自
烏
）

高
　
鳥
　
昭
　
五
口　
氏
（大
良
庄
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

木
　
村
　
徳
太
郎
　
氏
（飛
馬
）

人
権
擁
産
委
員
の
推
せ
ん

山
　
森
　
一　
男
　
氏
（千
和
一丁
目
）

監
査
委
員

（機
会
代
表
）

辻
　
　
　
与
太
夫
　
氏
（下
中
井
）

●
善
志
基
金
新
し
く
設
け
ら
れ
る

吉
意
に
基
づ
く

一
般
寄
付
金
等

で
、

豊
か
な
ま
ち
と
文
化
を
創
造
し
、

寄
付
者
の
善
意
と
信
託
に
こ
た
え
る

た
め

「小
浜
市
善
意
基
金
」
を
設
置

す
る
た
め
の
小
浜
市
善
意
基
金
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
別
二
会
計
新
し
く
設
置
さ
れ
る

都
市
計
画
道
路
小
浜
臨
港
総
建
設

に
伴
う
代
皆
移
転
用
地
造
成
と
市
民

の
駐
車
場
を
つ
く
る
目
的
で
宅
地
造

成
事
業
、

母
車
場
事
業
の
二
特
別
全

計
を
設
置
す
る
た
め
の
小
浜
市
特
別

会
計
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
”

●
市
営
住
宅
維
持
、

ほ
鶴
円
滑
に

建
設
年
度
の
古
い
市
営
住
宅
の
維

持
、

修
絆
を
円
滑
に
行
な
い
、

あ
わ

せ
て
家
貨
の
不
均
術
を
是
正
す
る
と

と
も
に
特
別
貨
貸
住
宅
に
つ
い
て
も

市
営
住
宅
と
の
均
術
を
は
か
る
た
め

小
浜
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
、

小
浜
市
特
別
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
葬
祭
費

一
方
五
千
円
に

従
来
七
千
円
で
あ
っ
た
葬
祭
費
を

八
千
円
引
き
上
げ

一
万
上
千
円
と
す

る
た
め
小
浜
市
回
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
郷
土
歴
史
資
料
館
完
成
す
る
。

昨
年
か
ら
図
書
館
横
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
た
郷
ｉ
歴
史
資
料
館
が

完
成
し
酒
井
家
の
古
文
書
状
及
び
図
辞

な
ど
千
す
七
十
四
件
の
よ
重
な
資
料

を
保
存
す
る
た
め
の
小
浜
市
立
郷
土

歴
史
資
料
館
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

●
市
税
の
基
礎
控
除
他
課
税
の
最
低

ほ
慶
額
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

市
れ
に
つ
い
て
住
民
負
担
の
軽
減

を
は
か
る
た
め
基
礎
桂
除
他
課
税
の

最
低
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

軽
自
動

車
等
に
対
す
る
減
免
規
定
の
処
分
等

に
つ
い
て
小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
の
利
用
効
率

化
へ

最
近
全
国
的
に
利
用
が
低
下
し
て

い
る
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事
業
を
容

易
化
す
る
た
め
に
き
び
し
い
祝
律
を

緩
和
し
、

利
用
の
効
率
化
を
は
か
る

た
め
小
浜
市
営
国
民
荷
含
及
び
小
浜

市
営
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

当
初
予
算

昭
和
二
十
四
年
度
当

初
予
算
は
、

ま
ち
の
基

本
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て

市
民
の
日
常
生
活
に
密

着
し
た
き
め
こ
ま
か
な

点
に
重
点
が
置
か
れ
、

心
の
通
う
行
政
を
進
め
る
べ
く
市
政

の
三
本
柱
に
対
し
予
算
が
配
分
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

福
祉

の
充

実

こ
れ
ま
で
物
質
的
な
充
実
が
は
か

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
今
年
か
ら
は
締

神
面
、

心
の
安
ら
ぎ
を
推
進
す
る
た

め
寝
た
き
り
老
人
看
護
者
へ
の
見
舞

金
制
度
、

生
活
安
定
資
金
貸
し
つ
け

金
の
増
額
、

幼
児
教
育
充
実
の
た
め

の
子
備
保
母
並
び
に
給
食
婦
の
増
員

葬
窄
費
支
給
額
の
増
額
な
ど
従
来
の

施
策
と
あ
わ
せ
き
め
こ
ま
か
な
予
算

の
配
分
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

環
境

の
整
備

住
民
の
生
活
構
造
の
変
化
、

生
活

水
準
の
向
上
に
よ
り
、

あ
る
い
は
生

活
様
式
が
近
代
化
す
る
中
に
あ
っ
て

余
暇
時
間
の
有
効
活
用
の
た
め
の
地

域
活
動
の
拠
点
、

ま
た
人
間
の
心
の

触
れ
合
い
の
場
、

協
調
と
連
帯
の
場

を
つ
く
る
た
め
公
民
館
の
建
設
、

野

球
場
の
新
設
、

公
園
の
整
備
、

公
営

住
宅
の
建
設
、

保
育
所
、

学
校
、

水

泳
ブ
ー
ル
の
建
設
、改

築
、

小
浜
漁
港

修
集
事
業
、

船
だ
ま
り
を
利
用
し
て

の
宅
地
造
成
立
び
に
駐
車
場
事
業
の

予
算
が
計
上
さ
れ
五
万
都
市
を
目
ざ

し
て
こ
れ
ら
常
事
業
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
。産

業

の
振

興

今
日
の
経
済
情
勢
は
国
際
経
済
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
経
済
運
営
が
必
要

と
さ
れ
、

規
模
の
拡
大
、

構
造
の
改

善
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
地
域
に
適

合
性
の
あ
る
農
林
、

水
産
、

商
工
業

に
つ
い
て
の
構
造
改
善
事
業
、

林
業

振
果
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

各
種
事
業

の
振
興
資
金
の
増
額
、

都
市
計
画
策

定
に
よ
る
ま
ち
の
近
代
化
へ
の
推
進

と
育
成
指
導
の
た
め
予
算
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
は
、

こ
の
三
つ
の
柱
に
対

す
る
、　

一
般
、

特
別
、

企
業
会
計
予

算
七
十
二
億
七
千
二
百
三
十
二
万
五

千
円
を
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
を
容

査
を
行
な
い
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

六
月
補
正
は
当
初
予
算
の
答
議
か

ら
ま
だ
日
も
浅
い
た
め
諸
事
業
の
設

計
、

施
工
に
つ
い
て
当
初
の
計
画
が

一
部
変
更
さ
れ
た
田
烏
小
学
校
校
舎

建
設
事
業
、

都
市
計
画
街
路
東
環
状

線
、

内
外
海
漁
港
施
設
予
算
の
増
額
、

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
特
別

認
定
事
業
と
し
て
の
農
業
者
健
康
管

理
施
設
事
業
、

多
目
的
研
修
、

集
会

施
設
建
設
事
業
及
び
内
外
海
漁
港
の

局
都
改
良
事
業
等
新
規
の
も
の
な
ど

三
ほ
六
千
四
百
三
十
一
方
五
千
円
の

補
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

3月 定例会6月 定例会

7月 臨時会

③ ③

昭
和
二
十
四
年
二
月
、

六
月
定
例

全
に
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願

陳
情
は
、

請
頼
二
十
、

陳
情
五
件
で

こ
れ
ら
七
件
の
摘
頼
、

陳
情
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
寄
査
が
行
な

わ
れ
、

請
願
に
つ
い
て
は
一
件
は
撤

回
と
な
り
一
件
は
閉
会
中
の
継
続
客

登
と
な
り
ま
し
た
。

際
情
に
つ
い
て
は
五
件
い
ず
れ
も

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

””　　時つ情す採中キ一中中中中中中」中中

外
大
名
）

陳
情
第
二
号
　
仏
谷
、

堅
海
間
の
通

学
道
路
改
良
に
つ
い
て

（仏
谷
区

長
、

奥
城
就
一
）

陳
情
第
二
号
　
仏
谷
部
落
西
端
よ
り

大
谷
に
至
る
海
岸
道
路
の
市
道
編

入
に
つ
い
て

（仏
谷
区
長
、

奥
城

就
一
）

陳
情
第
四
号
　
ラ
グ
ピ
ー
競
技
場
の

建
設
に
つ
い
て

（小
浜
市
体
育
協

会
長
、

堂
前
武
司
、

小
浜
市
ラ
グ

ピ
ー
協
会
長
、

古
川
二
郎
）

陳
情
第
五
号
　
中
名
田
公
民
館
庁
合

改
築
に
つ
い
て

（中
名
田
地
区
区

長
会
長
、

下
中
健
三
外
五
名
）

請願・陳情

陳1青5件 を

勿

( 2 1


